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２.【中間財務諸表等】 

(1）【中間財務諸表】 

①【中間貸借対照表】 

  
前中間会計期間末 
(平成13年９月30日) 

当中間会計期間末 
(平成14年９月30日) 

前事業年度末の要約貸借対照表 
(平成14年３月31日) 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

（資産の部）  
         

Ⅰ 流動資産           

１．現金預金  11,780   10,619   23,224   

２．受取手形  103   －   99   

３．売掛金  24,030   24,655   33,393   

４．開発等未収収益  16,757   14,055   7,160   

５．有価証券  35,012   60,424   62,021   

６．商品  165   176   193   

７．仕掛品  184   －   －   

８．繰延税金資産  1,684   2,460   2,759   

９．その他  1,369   1,421   997   

10．貸倒引当金  △83   △36   △77   

流動資産合計   91,004 41.4  113,776 44.2  129,772 46.1 

Ⅱ 固定資産           

１．有形固定資産 ※１          

(1）建物  10,764   10,144   10,569   

(2）構築物  361   317   326   

(3）機械装置  3,651   4,032   4,120   

(4）器具備品  4,663   4,102   4,372   

(5）土地  5,406   4,953   4,953   

有形固定資産合計  24,848   23,550   24,342   

２．無形固定資産           

(1）ソフトウエア  18,957   28,493   23,872   

(2）電話加入権等  517   487   502   

無形固定資産合計  19,475   28,980   24,375   

３．投資その他の資産           

(1）投資有価証券  57,864   63,868   75,916   

(2）関係会社株式  13,583   13,770   13,696   

(3）長期差入保証金  9,312   10,040   9,565   

(4）その他 ※３ 3,775   3,308   3,974   

(5）貸倒引当金  △1   △9   △1   

投資その他の資産合計  84,533   90,978   103,151   

固定資産合計   128,856 58.6  143,509 55.8  151,868 53.9 

資産合計   219,861 100.0  257,285 100.0  281,641 100.0 
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前中間会計期間末 
(平成13年９月30日) 

当中間会計期間末 
(平成14年９月30日) 

前事業年度末の要約貸借対照表 
(平成14年３月31日) 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

金額（百万円） 
構成比 
（％） 

（負債の部）           

Ⅰ 流動負債           

１．買掛金  22,352   20,823   29,959   

２．１年内返済予定長期借入金  1,400   400   400   

３．未払法人税等  1,848   3,050   6,578   

４．未払消費税等  563   734   602   

５．関係会社預り金  6,492   8,867   8,514   

６．賞与引当金  5,400   5,700   6,000   

７．その他  4,830   4,271   5,119   

流動負債合計   42,887 19.5  43,846 17.0  57,174 20.3 

Ⅱ 固定負債           

１．長期借入金  600   200   400   

２．繰延税金負債  13,753   15,422   21,428   

３．退職給付引当金  18,108   20,043   19,752   

４．役員退職慰労引当金  908   616   970   

５．受入保証金  4,883   4,986   4,945   

固定負債合計   38,253 17.4  41,269 16.1  47,497 16.9 

負債合計   81,140 36.9  85,116 33.1  104,671 37.2 

           

（資本の部）           

Ⅰ 資本金   10,100 4.6  － －  18,600 6.6 

Ⅱ 資本準備金   2,400 1.1  － －  14,800 5.3 

Ⅲ 利益準備金   570 0.2  － －  570 0.2 

Ⅳ その他の剰余金           

１．任意積立金           

(1）プログラム等準備金  7,189   －   7,189   

(2）特別償却準備金  449   －   449   

(3）別途積立金  81,070 88,709  － －  81,070 88,709  

２．中間(当期)未処分利益   11,714   －   18,698  

その他の剰余金合計   100,423 45.7  － －  107,408 38.1 

Ⅴ その他有価証券評価差額金 ※４  25,225 11.5  － －  35,592 12.6 

Ⅵ 自己株式   － －  － －  △1 △0.0 

資本合計   138,720 63.1  － －  176,970 62.8 

Ⅰ 資本金   － －  18,600 7.2  － － 

Ⅱ 資本剰余金           

  資本準備金  －   14,800   －   

資本剰余金合計   － －  14,800 5.8  － － 

Ⅲ 利益剰余金           

１．利益準備金  －   570   －   

２．任意積立金  －   104,813   －   

３．中間未処分利益  －   7,097   －   

利益剰余金合計   － －  112,482 43.7  － － 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 ※４  － －  26,289 10.2  － － 

Ⅴ 自己株式   － －  △1 △0.0  － － 

資本合計   － －  172,169 66.9  － － 

負債・資本合計   219,861 100.0  257,285 100.0  281,641 100.0 
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②【中間損益計算書】 

  
前中間会計期間 

（自 平成13年４月１日 
至 平成13年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成14年４月１日 
至 平成14年９月30日） 

前事業年度の要約損益計算書 
（自 平成13年４月１日 
至 平成14年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

金額（百万円） 
百分比 
（％） 

金額（百万円） 
百分比 
（％） 

Ⅰ 売上高   100,272 100.0  103,744 100.0  217,301 100.0 

Ⅱ 売上原価 ※１  76,750 76.5  79,494 76.6  164,029 75.5 

売上総利益   23,521 23.5  24,249 23.4  53,271 24.5 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※１  14,605 14.6  14,505 14.0  29,831 13.7 

営業利益   8,915 8.9  9,743 9.4  23,440 10.8 

Ⅳ 営業外収益           

１．受取利息  29   14   48   

２．受取配当金  311   301   332   

３．その他営業外収益 ※２ 1,742   225   1,974   

営業外収益合計   2,083 2.1  541 0.5  2,356 1.1 

Ⅴ 営業外費用           

１．支払利息  31   14   52   

２．その他営業外費用 ※３ 158   467   252   

営業外費用合計   189 0.2  482 0.5  304 0.2 

経常利益   10,809 10.8  9,802 9.4  25,492 11.7 

Ⅵ 特別利益 ※４  7,449 7.4  221 0.2  7,455 3.4 

Ⅶ 特別損失 ※５  185 0.2  188 0.1  2,188 1.0 

税引前中間(当期)純利益   18,073 18.0  9,835 9.5  30,759 14.1 

法人税、住民税及び事業税  1,944   3,133   8,554   

法人税等調整額  5,644 7,588 7.5 1,029 4,162 4.0 4,736 13,290 6.1 

中間（当期）純利益   10,484 10.5  5,672 5.5  17,469 8.0 

前期繰越利益   1,229   1,425   1,229  

中間(当期)未処分利益   11,714   7,097   18,698  
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項 

前中間会計期間 

（自 平成13年４月１日 
至 平成13年９月30日） 

当中間会計期間 

（自 平成14年４月１日 
至 平成14年９月30日） 

前事業年度 

（自 平成13年４月１日 
至 平成14年３月31日） 

１．資産の評価基準および評価方法 １．資産の評価基準および評価方法 １．資産の評価基準および評価方法 

(1）有価証券 (1）有価証券 (1）有価証券 

売買目的有価証券 売買目的有価証券 売買目的有価証券 

時価法（売却原価は移動平均法に

より算定） 

同左 同左 

満期保有目的の債券 満期保有目的の債券 満期保有目的の債券 

償却原価法 同左 同左 

子会社株式および関連会社株式 子会社株式および関連会社株式 子会社株式および関連会社株式 

移動平均法による原価法 同左 同左 

その他有価証券 その他有価証券 その他有価証券 

時価のあるもの 時価のあるもの 時価のあるもの 

中間決算日の市場価格等に基づ

く時価法（評価差額は全部資本直

入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定） 

同左 決算日の市場価格等に基づく時

価法（評価差額は全部資本直入法

により処理し、売却原価は移動平

均法により算定） 

時価のないもの 時価のないもの 時価のないもの 

移動平均法による原価法 同左 同左 

(2）デリバティブ (2）デリバティブ (2）デリバティブ 

時価法 同左 同左 

(3）たな卸資産 (3）たな卸資産 (3）たな卸資産 

商品および仕掛品の評価基準およ

び評価方法は個別法による原価法で

あります。 

同左 同左 

２．固定資産の減価償却の方法 ２．固定資産の減価償却の方法 ２．固定資産の減価償却の方法 

(1）有形固定資産 (1）有形固定資産 (1）有形固定資産 

定率法（平成10年４月１日以降に

取得した建物（建物付属設備を除

く）については定額法）を採用して

おります。なお、技術進歩による陳

腐化の著しい一部の資産について

は、個別見積りによる耐用年数を採

用しております。 

主な耐用年数は以下のとおりであ

ります。 

建物および構築物 15～50年 

機械装置 ３～15年 

器具備品 ３～６年 

また、器具備品の賃貸用機器につ

いては、リース期間定額法を採用し

ております。 

同左 同左 
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前中間会計期間 

（自 平成13年４月１日 
至 平成13年９月30日） 

当中間会計期間 

（自 平成14年４月１日 
至 平成14年９月30日） 

前事業年度 

（自 平成13年４月１日 
至 平成14年３月31日） 

(2）無形固定資産 (2）無形固定資産 (2）無形固定資産 

販売目的ソフトウエアについて

は、残存有効期間に基づく均等配分

額を下限として見込販売数量もしく

は見込販売収益に基づく償却方法に

よっております。なお、残存有効期

間は原則として３年であります。 

また、顧客サービス提供目的の自

社利用ソフトウエアについては、利

用可能期間に基づく定額法により償

却しております。なお、利用可能期

間は最長５年であります。 

その他の無形固定資産について

は、定額法を採用しております。 

同左 同左 

３．引当金の計上基準 ３．引当金の計上基準 ３．引当金の計上基準 

(1）貸倒引当金 (1）貸倒引当金 (1）貸倒引当金 

売上債権、貸付金等の貸倒損失に

備えるため、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能

性を検討し、回収不能見込額を計上

しております。 

同左 同左 

(2）賞与引当金 (2）賞与引当金 (2）賞与引当金 

従業員の賞与の支払いに充てるた

め、支給見込額を計上しておりま

す。 

同左 同左 

(3）退職給付引当金 (3）退職給付引当金 (3）退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、

当事業年度末における退職給付債務

および年金資産の見込額に基づき、

当中間会計期間末において発生して

いると認められる額を計上しており

ます。 

会計基準移行時差異については、

移行年度に全額を処理しておりま

す。 

数理計算上の差異は、発生年度に

全額を処理しております。 

同左 

 

従業員の退職給付に備えるため、

当期末における退職給付債務および

年金資産の見込額に基づき、当期に

おいて発生していると認められる額

を計上しております。 

会計基準移行時差異については、

移行年度に全額を処理しておりま

す。 

数理計算上の差異は、発生年度に

全額を処理しております。 
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前中間会計期間 

（自 平成13年４月１日 
至 平成13年９月30日） 

当中間会計期間 

（自 平成14年４月１日 
至 平成14年９月30日） 

前事業年度 

（自 平成13年４月１日 
至 平成14年３月31日） 

(4）役員退職慰労引当金 (4）役員退職慰労引当金 (4）役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支払いに充て

るため、内規に基づく中間期末要支

給額を計上しております。 

同左 役員の退職慰労金の支払いに充て

るため、内規に基づく期末要支給額

を計上しております。 

４．収益および費用の計上基準 ４．収益および費用の計上基準 ４．収益および費用の計上基準 

リサーチ・コンサルプロジェクト、

システム開発プロジェクトについては

原則として進行基準を、その他のプロ

ジェクトについては実現基準を適用し

ております。 

なお、中間期末日現在未完成のプロ

ジェクトにかかる進行基準の適用にと

もなう売上高相当額については、中間

貸借対照表上、「開発等未収収益」と

して計上しております。 

同左 リサーチ・コンサルプロジェクト、

システム開発プロジェクトについては

原則として進行基準を、その他のプロ

ジェクトについては実現基準を適用し

ております。 

なお、期末日現在未完成のプロジェ

クトにかかる進行基準の適用にともな

う売上高相当額については、貸借対照

表上、「開発等未収収益」として計上

しております。 

５．リース取引の処理方法 ５．リース取引の処理方法 ５．リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナン

ス・リース取引については通常の賃貸

借取引にかかる方法に準じた会計処理

によっております。 

同左 同左 

６．その他中間財務諸表作成のための基

本となる重要な事項 

６．その他中間財務諸表作成のための基

本となる重要な事項 

６．その他財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項 

消費税等の会計処理 消費税等の会計処理 消費税等の会計処理 

消費税および地方消費税の会計処理

は、税抜き方式によっております。な

お、仮受消費税等および仮払消費税等

は相殺のうえ、流動負債の「未払消費

税等」として表示しております。 

同左 消費税および地方消費税の会計処理

は、税抜き方式によっております。 
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注記事項 

（中間貸借対照表関係） 

前中間会計期間末 
（平成13年９月30日） 

当中間会計期間末 
（平成14年９月30日） 

前事業年度末 
（平成14年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額 ※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

46,382百万円 47,765百万円 46,677百万円 

 ２ 保証債務  ２ 保証債務  ２ 保証債務 

サウスプラザ㈱が発行した無担保

社債の元利金の保証 10,860百万円 

サウスプラザ㈱が発行した無担保

社債の元利金の保証 10,596百万円 

サウスプラザ㈱が発行した無担保

社債の元利金の保証 10,728百万円 

当社は第34期において、㈱大和銀

行を受託者として、当社の所有する

大阪データセンターの土地および建

物等につき不動産管理処分信託契約

を設定し、国内特別目的会社である

サウスプラザ㈱に信託受益権を譲渡

しました。本社債は、当該信託受益

権等の責任財産から生じるキャッ

シュ・フローを元利金支払の原資と

する資産流動化証券であります。 

同左 同左 

※３ 投資その他の資産のその他 ※３ 投資その他の資産のその他 ※３ 投資その他の資産のその他 

「投資その他の資産」の「その

他」は、ゴルフ会員権の預託保証金

に対する貸倒引当金相当額212百万

円を相殺のうえ表示しております。 

「投資その他の資産」の「その

他」は、ゴルフ会員権の預託保証金

に対する貸倒引当金相当額163百万

円を相殺のうえ表示しております。 

「投資その他の資産」の「その

他」は、ゴルフ会員権の預託保証金

に対する貸倒引当金相当額211百万

円を相殺のうえ表示しております。 

※４ その他有価証券評価差額金 ※４ その他有価証券評価差額金 ※４ その他有価証券評価差額金 

「その他有価証券評価差額金」に

は、構成資産がその他有価証券であ

る投資事業組合に対する出資金にか

かるもの△166百万円が含まれてお

ります。 

「その他有価証券評価差額金」に

は、構成資産がその他有価証券であ

る投資事業組合に対する出資金にか

かるもの△10百万円が含まれており

ます。 

「その他有価証券評価差額金」に

は、構成資産がその他有価証券であ

る投資事業組合に対する出資金にか

かるもの△122百万円が含まれてお

ります。 
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（中間損益計算書関係） 

前中間会計期間 
（自 平成13年４月１日 
至 平成13年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成14年４月１日 
至 平成14年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成13年４月１日 
至 平成14年３月31日） 

※１ 減価償却実施額 ※１ 減価償却実施額 ※１ 減価償却実施額 
  
有形固定資産 1,985百万円 

無形固定資産 2,910百万円 
  

  
有形固定資産 1,914百万円 

無形固定資産 2,850百万円 
  

  
有形固定資産 4,201百万円 

無形固定資産 6,273百万円 
  

※２ その他営業外収益のうち主要なもの      ────── ※２ その他営業外収益のうち主要なもの 
  
投資事業組合収益 1,558百万円 

  

  
  

  

  
投資事業組合収益 1,589百万円 

  
     ────── ※３ その他営業外費用のうち主要なもの      ────── 
   

投資事業組合費用 380百万円 
  

 

※４ 特別利益のうち主要なもの ※４ 特別利益のうち主要なもの ※４ 特別利益のうち主要なもの 
  
厚生年金基金引当金
戻入益 

7,401百万円 

  

  
関係会社株式売却益 174百万円 

  

  
厚生年金基金引当金
戻入益 

7,401百万円 

  
※５ 特別損失のうち主要なもの ※５ 特別損失のうち主要なもの ※５ 特別損失のうち主要なもの 

  
固定資産除却損 59百万円 

投資有価証券評価減 121百万円 
  

  
投資有価証券評価減 514百万円 

退職給付数理計算差
異償却 

1,249百万円 

  

  
固定資産除却損 156百万円 

ゴルフ会員権評価減 25百万円 
  
 なお、預託保証金に対する貸倒引

当金繰入相当額12百万円が含まれて

おります。 
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（リース取引関係） 

前中間会計期間 
（自 平成13年４月１日 
至 平成13年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成14年４月１日 
至 平成14年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成13年４月１日 
至 平成14年３月31日） 

（借手側） （借手側） （借手側） 

 リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナンス・

リース取引 

 リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナンス・

リース取引 

 リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナンス・

リース取引 

イ．リース物件の取得価額相当額、減価

償却累計額相当額および中間期末残

高相当額 

イ．リース物件の取得価額相当額、減価

償却累計額相当額および中間期末残

高相当額 

イ．リース物件の取得価額相当額、減価

償却累計額相当額および期末残高相

当額 
  

 

取得価
額相当
額 
 
(百万円) 

減価償
却累計
額相当
額 
(百万円) 

中間期
末残高
相当額 
 
(百万円) 

機械装置 1,973 1,373 599 

器具備品 2,954 1,745 1,208 

合計 4,927 3,119 1,808 

  

  

 

取得価
額相当
額 
 
(百万円) 

減価償
却累計
額相当
額 
(百万円) 

中間期
末残高
相当額 
 
(百万円) 

機械装置 1,852 1,583 268 

器具備品 2,266 1,626 640 

合計 4,119 3,209 909 

  

  

 

取得価
額相当
額 
 
(百万円) 

減価償
却累計
額相当
額 
(百万円) 

期末残
高相当
額 
 
(百万円) 

機械装置 1,852 1,433 419 

器具備品 2,240 1,415 824 

合計 4,092 2,849 1,243 

  
ロ．未経過リース料中間期末残高相当額 ロ．未経過リース料中間期末残高相当額 ロ．未経過リース料期末残高相当額 
  
１年内 1,388百万円 

１年超 1,896百万円 

合計 3,285百万円 
  

  
１年内 1,025百万円 

１年超 1,064百万円 

合計 2,090百万円 
  

  
１年内 1,222百万円 

１年超 1,323百万円 

合計 2,545百万円 
  

ハ．支払リース料、減価償却費相当額お

よび支払利息相当額 

ハ．支払リース料、減価償却費相当額お

よび支払利息相当額 

ハ．支払リース料、減価償却費相当額お

よび支払利息相当額 
  
支払リース料 462百万円 

減価償却費相当額 439百万円 

支払利息相当額 19百万円 
  

  
支払リース料 412百万円 

減価償却費相当額 380百万円 

支払利息相当額 16百万円 
  

  
支払リース料 951百万円 

減価償却費相当額 874百万円 

支払利息相当額 56百万円 
  

ニ．減価償却費相当額の算定方法 ニ．減価償却費相当額の算定方法 ニ．減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法によっておりま

す。 

同左 同左 

ホ．利息相当額の算定方法 ホ．利息相当額の算定方法 ホ．利息相当額の算定方法 

リース料総額とリース物件の取得価

額相当額との差額を利息相当額とし、

各期への配分方法については、利息法

によっております。 

同左 同左 
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前中間会計期間 
（自 平成13年４月１日 
至 平成13年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成14年４月１日 
至 平成14年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成13年４月１日 
至 平成14年３月31日） 

（貸手側） （貸手側） （貸手側） 

 リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナンス・

リース取引 

 リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナンス・

リース取引 

 リース物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイナンス・

リース取引 

イ．リース物件の取得価額、減価償却累

計額および中間期末残高 

イ．リース物件の取得価額、減価償却累

計額および中間期末残高 

イ．リース物件の取得価額、減価償却累

計額および期末残高 
  

 

取得価
額 
 
(百万円) 

減価償
却累計
額 
(百万円) 

中間期
末残高 
 
(百万円) 

器具備品 1,190 939 250 

ソフト 
ウエア 

142 111 31 

合計 1,333 1,050 282 

  

  

 

取得価
額 
 
(百万円) 

減価償
却累計
額 
(百万円) 

中間期
末残高 
 
(百万円) 

器具備品 1,060 1,056 3 

ソフト 
ウエア 

104 103 0 

合計 1,165 1,160 4 

  

  

 

取得価
額 
 
(百万円) 

減価償
却累計
額 
(百万円) 

期末残
高 
 

(百万円) 

器具備品 1,168 1,077 90 

ソフト 
ウエア 

142 131 11 

合計 1,311 1,209 101 

  
ロ．未経過リース料中間期末残高相当額 ロ．未経過リース料中間期末残高相当額 ロ．未経過リース料期末残高相当額 
  
１年内 338百万円 

１年超 13百万円 

合計 351百万円 
  

  
１年内 10百万円 

１年超 －百万円 

合計 10百万円 
  

  
１年内 131百万円 

１年超 －百万円 

合計 131百万円 
  

ハ．受取リース料、減価償却費および受

取利息相当額 

ハ．受取リース料、減価償却費および受

取利息相当額 

ハ．受取リース料、減価償却費および受

取利息相当額 
  
受取リース料 285百万円 

減価償却費 238百万円 

受取利息相当額 35百万円 
  

  
受取リース料 120百万円 

減価償却費 97百万円 

受取利息相当額 8百万円 
  

  
受取リース料 501百万円 

減価償却費 412百万円 

受取利息相当額 55百万円 
  

ニ．利息相当額の算定方法 ニ．利息相当額の算定方法 ニ．利息相当額の算定方法 

利息相当額の各期への配分方法につ

いては、利息法によっております。 

同左 同左 

ホ．転貸リースにかかる未経過リース料

中間期末残高相当額 

ホ．転貸リースにかかる未経過リース料

中間期末残高相当額 

ホ．転貸リースにかかる未経過リース料

期末残高相当額 
  
１年内 1,012百万円 

１年超 2,079百万円 

合計 3,091百万円 
  

  
１年内 1,005百万円 

１年超 1,760百万円 

合計 2,765百万円 
  

  
１年内 990百万円 

１年超 1,866百万円 

合計 2,857百万円 
  

（注）ほぼ同額が上記借手側未経過リー

ス料中間期末残高相当額に含まれ

ております。 

同左 （注）ほぼ同額が上記借手側未経過リー

ス料期末残高相当額に含まれてお

ります。 
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（有価証券関係） 

有価証券 

子会社株式および関連会社株式で時価のあるもの 

 

１．前中間会計期間末（平成13年９月30日） 

 該当事項はありません。 

 

２．当中間会計期間末（平成14年９月30日） 

  中間貸借対照表計上額 時価 差額 

 関連会社株式 67百万円 4,740百万円 4,672百万円 

 

３．前事業年度末（平成14年３月31日） 

 該当事項はありません。 
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（１株当たり情報） 

前中間会計期間 
（自 平成13年４月１日 
至 平成13年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成14年４月１日 
至 平成14年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成13年４月１日 
至 平成14年３月31日） 

(a）１株当たり純資産額 (a）１株当たり純資産額 (a）１株当たり純資産額 

3,226.05円 3,826.00円 3,932.68円 

(b）１株当たり中間純利益 (b）１株当たり中間純利益 (b）１株当たり当期純利益 

243.83円 126.06円 400.91円 

(c）潜在株式調整後１株当たり 

  中間純利益 

(c）潜在株式調整後１株当たり 

中間純利益 

(c）潜在株式調整後１株当たり 

当期純利益 

 潜在株式がないため記載しておりま

せん。 

 希薄化効果を有している潜在株式が

ないため記載しておりません。 

（追加情報） 

 当中間会計期間から「１株当たり当

期純利益に関する会計基準」（企業会

計基準第２号）および「１株当たり当

期純利益に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第４号）

を適用しております。なお、同会計基

準および適用指針を前中間会計期間お

よび前事業年度に適用して算定した場

合の１株当たり情報については、それ

ぞれ以下のとおりであります。 

前中間会計期間 前事業年度 

１株当たり純資産

額 

3,226.05円 

 

１株当たり中間純

利益 

243.83円 

 

潜在株式調整後１

株当たり中間純利

益 

 潜在株式がない

ため記載しており

ません。 

１株当たり純資産

額 

3,926.68円 

 

１株当たり当期純

利益 

394.72円 

 

潜在株式調整後１

株当たり当期純利

益 

 潜在株式がない

ため記載しており

ません。 

  

 潜在株式がないため記載しておりま

せん。 
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（注）１株当たり中間純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

前中間会計期間 
（自 平成13年４月１日 
至 平成13年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成14年４月１日 
至 平成14年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成13年４月１日 
至 平成14年３月31日） 

───── 

 

 

 

 

 

 

１．中間純利益 

5,672百万円 

２．普通株主に帰属しない金額 

－百万円 

３．普通株式にかかる中間純利益 

5,672百万円 

４．期中平均株式数 

  44,999,900株 

５．希薄化効果を有しないため、潜在

株式調整後１株当たり中間純利益の算

定に含めなかった潜在株式の概要 

①新株予約権１種類（新株予約権の

目的となる株式の数80,500株） 

 ②新株予約権の行使時の払込金額 

１株当たり17,913円 

③新株予約権が存在する期間の期中

平均株価 

15,156.97円    

───── 
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（重要な後発事象） 

前中間会計期間 
（自 平成13年４月１日 
至 平成13年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成14年４月１日 
至 平成14年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成13年４月１日 
至 平成14年３月31日） 

────── 

 

────── 

 
 平成14年６月26日開催の定時株主総会に

おいて、商法第280条ノ20ならびに第280条

ノ21の規定に基づき、ストックオプション

として新株予約権を無償で発行することが

次のとおり決議されました。 

イ．付与対象者の区分および人数： 

  当社の取締役および執行役員ならび

に当社国内子会社の取締役であっ

て、取締役会が定めた者 

ロ．新株予約権の目的となる株式の種

類：普通株式 

ハ．株式の数：90,000株を上限とする。 

ニ．新株予約権の行使時の払込金額： 

  新株予約権を発行する日の属する月

の前月の各日（終値のない日を除

く。）の東京証券取引所における当

社普通株式の普通取引の終値の平均

値に1.05を乗じた金額とし、１円未

満の端数は切り上げる。ただし、当

該金額が新株予約権の発行日の終値

（終値がない場合は、それに先立つ

直近日の終値）を下回る場合は、当

該終値とする。 

ホ．新株予約権の行使期間： 

平成16年７月１日～平成19年６月30

日 

ヘ．新株予約権の譲渡に関する事項： 

  新株予約権を譲渡するには取締役会

の承認を要する。 

 

(2）【その他】 

 該当事項はありません。 
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